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松
阪
商
業
高
等
学
校
教
員
差
別
事
件
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
丹
羽
　
雅
雄

要
　
　
約

三
重
県
立
松
阪
商
業
高
校
の
教
員
が
、
同
和
地
区
を
含
む
町
内
会
か
ら
同
和
地
区
を
含
ま
な
い
隣
接
町
内
会
に
居
住
団
地
ご
と
移
そ
う
と
分
離
運
動
を
進
め
、

そ
の
過
程
で
団
地
住
民
に
結
婚
差
別
発
言
を
行
っ
た
部
落
差
別
事
件
に
関
し
て
、
事
実
確
認
会
や
糾
弾
学
習
会
な
ど
の
一
連
の
取
り
組
み
が
、
「
強
迫
」
「
強
要
」

な
ど
の
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
、
教
員
自
ら
が
、
解
放
同
盟
三
重
県
連
や
松
阪
支
部
の
幹
部
、
同
和
推
進
教
員
、
三
重
県
、
松
阪
市
、
国
ら
を
被
告
と
し
て

提
訴
し
た
裁
判
の
第
一
審
判
決
が
あ
っ
た
。
糾
弾
権
や
同
和
教
育
行
政
の
内
実
な
ど
解
放
運
動
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
を
含
む
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

一
事
案
の
概
要

本
件
は
、
部
落
差
別
を
し
た
原
告
に
対
し
て
、
そ
の
差
別
性
を

明
ら
か
に
し
部
落
差
別
を
解
消
し
ょ
う
と
す
る
一
連
の
取
り
組
み

が
、
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
、
原
告
に
よ
っ
て
津
地
方
裁
判

所
に
提
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
被
告
は
、
松
阪
商
業
高
等
学
校

同
和
推
進
教
員
二
名
、
松
阪
市
H
教
育
集
会
所
付
き
同
和
教
育
推

進
教
員
二
名
、
部
落
解
放
同
盟
三
重
県
連
合
会
お
よ
び
松
阪
支
部

の
幹
部
計
五
名
、
さ
ら
に
三
重
県
、
松
阪
市
、
国
で
あ
っ
た
。

事
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
重
県
立
松
阪
商
業
高

等
学
校
に
勤
務
す
る
教
諭
　
（
以
下
「
原
告
」
と
い
う
）
　
が
、
一
九

九
人
年
四
月
、
同
和
地
区
を
含
む
H
町
内
会
に
属
し
て
い
た
S
小

団
地
に
自
宅
を
購
入
し
、
転
居
し
た
。
そ
の
後
、
「
ゴ
ミ
の
処
理

問
題
、
排
水
の
問
題
、
防
犯
灯
な
ど
、
生
活
上
非
常
に
不
便
で
あ

り
、
利
便
性
の
た
め
に
町
内
会
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
称
し

て
、
同
和
地
区
を
含
む
H
町
内
会
か
ら
同
和
地
区
を
含
ま
な
い
隣

接
す
る
Ⅰ
町
内
会
に
S
小
団
地
ご
と
移
す
こ
と
を
策
動
し
た
　
（
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下
、
「
本
件
分
離
運
動
」
と
い
う
）
。
こ
の
分
離
の
た
め
に
は
小
団
地

に
居
住
す
る
住
民
全
員
の
合
意
が
い
る
た
め
に
住
民
に
働
き
か
け

を
行
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
住
民
の
一
人
に
対
し
「
お
嬢
さ
ん

の
将
束
に
も
い
い
で
す
し
ね
」
な
ど
と
発
言
し
た
　
（
以
下
、
「
本

件
発
言
」
と
い
う
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
こ
れ
は
部
落
差
別
で
あ
る
」
と
し
た
松
阪

商
業
高
等
学
校
同
推
委
員
二
名
を
中
心
と
す
る
対
応
、
三
重
県
連

が
主
催
し
た
二
度
に
わ
た
る
事
実
確
認
会
、
糾
弾
学
習
会
一
回
、

さ
ら
に
県
連
主
催
の
学
習
会
の
会
場
を
松
阪
市
が
提
供
し
た
こ

と
、
原
告
に
対
す
る
県
教
育
委
の
戒
告
処
分
、
津
の
法
務
局
長
が

原
告
に
行
っ
た
説
示
、
そ
れ
ら
の
行
為
が
い
ず
れ
も
脅
迫
・
強

要
・
名
誉
毀
損
お
よ
び
暴
行
で
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
請
求

し
た
の
で
あ
る
　
（
具
体
的
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
表
1
を
参
照
）
。

訴
状
は
、
上
記
の
行
為
、
脅
迫
・
強
要
・
名
誉
毀
損
等
に
つ
い

て
「
強
要
し
た
」
な
ど
と
、
日
時
を
特
定
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
行
為
態
様
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
メ
モ
的
で
あ
っ
た
。
当
初
、
県
連
側
は
、
「
不
法
行
為
と
称

す
る
な
ら
ば
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
行
為
を
ど
の
よ
う
に

し
た
の
か
を
具
体
的
に
摘
示
せ
よ
」
と
求
釈
明
し
た
が
、
原
告
代

理
人
か
ら
は
具
体
的
摘
示
は
な
か
っ
た
。
口
頭
弁
論
の
最
後
に
、

裁
判
所
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
出
て
き
た
の
が
表
1
の
3
1
番
ま
で

で
あ
る
　
（
個
人
名
以
外
は
原
文
の
ま
ま
）
。
こ
れ
ら
三
一
行
為
に
つ

い
て
裁
判
所
は
、
一
つ
一
つ
を
判
断
し
た
。

二
　
争
点

ま
ず
、
本
件
分
離
運
動
が
部
落
差
別
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否

か
、
こ
れ
が
争
点
の
第
一
で
あ
る
。
原
告
側
は
「
生
活
の
利
便
の

た
め
に
H
町
内
会
か
ら
Ⅰ
町
内
会
に
S
小
団
地
ご
と
移
す
」
と
し

て
、
決
し
て
部
落
差
別
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た

が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。

第
二
の
争
点
は
、
S
小
団
地
の
住
民
の
一
人
に
対
し
て
、
住
民

運
動
を
働
き
か
け
る
過
程
で
、
「
お
嬢
さ
ん
の
将
来
に
も
い
い
で

す
し
ね
」
と
発
言
し
た
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
原
告
は
「
本
件
発

言
は
些
細
な
た
わ
い
も
な
い
失
言
で
、
大
き
く
騒
ぐ
よ
う
な
発
言

で
は
な
い
」
と
の
主
張
を
展
開
し
た
。
訴
状
に
即
し
て
言
う
と
、

「
直
裁
的
な
差
別
的
発
言
で
も
な
い
し
、
悪
意
の
発
言
で
も
な
い

し
、
単
な
る
些
細
な
内
輪
の
発
言
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
異

常
な
過
剰
反
応
を
示
す
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
些
細
な
た

わ
い
も
な
い
こ
と
と
主
張
す
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
。

前
記
、
原
告
に
よ
る
「
分
離
運
動
」
、
「
本
件
発
言
」
に
つ
い
て
、

事
実
確
認
会
や
糾
弾
学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
対
応
が
取
ら
れ
て

い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
三
一
の
各
行
為
に
つ
い
て
、
個
別

に
不
法
行
為
事
実
が
あ
っ
た
か
否
か
を
、
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
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表1　原告の主張した不法行為事実

番号 事案の概要

ロ

60名の職員が列席する中でA 及びB 両名が共謀 して、 A が 「0 0 先生 （原告）が差別事件を起こした。

この原因を追及 していかなければならない。更にこの先には、糾弾会を受けることとなる。この間

題は0 0 さん個人の問題とせず、松阪商業高校全体の閉塞 とする。」と厳 しい口調で発言 し、脅迫 し、

名誉を毀損 した。

C校長は、会議の責任者 として立ち会っていた。

2

A 及びB が共謀 して、原告の内面を明らかにするよう強要。同席 していたC校長が 「わしは今 まで隠

してきたことだが、結婚する際、女房の身許を洗ったことがあった。女房の実家が遊郭に関係があ

ったので、結婚を悩んだことがあった。」等 と心の内面を開陳させられた。

原告は、そうした心の内面まで追及されるのかと畏怖 した。

3

C 枚長及びC l 教頭立ち会いのもと、A 及びBが共謀 して、原告に対 して県教育委員会に提出する報

告文書 なる書類を渡 して 「この通 りか、違うなら加筆を訂正せよ。 1 日時間をやる。」 と有無を言わ

せない口調で作成を強要した。

4

C 校長立ち会いのもとで、A 及びB が共謀 して、原告に対 して同報告文書に訂正加筆 したことについ

て 「他人に責任 を擦 り付けているのではないか。お前みたいな者は糾弾会でボロポロになればいい

さ。」と大声で高圧的に叫び、応接セットの机を足で蹴って脅迫 した。

5
A 及びB が共謀 して原告に対 して、「自分 を見つめて」 と遷する生い立ちから現在までの人生で差別

心が生れた経緯を書 くことを強要 した。

6

C 校長及び教頭立ち会いのもと、A 及び1引は共謀 して、原告の提出した 「自分をみつめて」 と遺する

文章を手渡 したところ、職員60名全貞に同文書を無断で配布 して、原告のプライバシーを明 らかに

して、名誉 を敦損 した。

さらに同文書について 「こんなんでは不充分や、祖父のことは粗雑だ、書 き直せ。」と強要 した。

7

午後 4 時頃、A 、B 、県教育委員会教育次長D l 、同和教育課D 2 、同D 3 、学校教育課幹部職貞、

教職課職員 らが原告 とC校長に対 し、こもごも寄ってたかって 「0 0 さんの発言は心理的差別発言

の最たるものだ」「県下の全戦貞の問題だ」「信頼を回復せ よ」等と責め、原告は、教育委員会の管

理戦が在籍しているので、懲戒免職にされないかと畏怖 した。

原告とC 枚長は、針のむしろに座らされた状況で、謝罪を強要された。

A 及びB は共謀 して、原告が書 き直 した「自分を見つめて」と題する文書について 「これでは駄 目だ、

生まれた時から事件を起こすまでの差別心に至った経緯 を書け、大阪で働いていたころのことも書

け。」と言って強要 した。

8
上記強要により書 き直 した文書について、A 及びB は共謀 して、原告に 「津実業高校の時はどうやっ

たんや、それを書け。」と言って強要 した。

9

1999年 6 月22 日頃、A は 6 月16 日の教育委貞会の取調べの次に、於阪市による取調べ を予定 し、原

告に対 し、必ず出席し、何 もかも正直に白状するよう強要 した。

松阪市人権推進室D 4 を筆頭に市民生活部、地域改善課と於阪市教育委員会の職員多数が原告を 「差

別者」 として取調べを実施し、原告のプライバシーを暴 く質問を行ない、回答を強要 した。

之に対 し、A 及びBが立ち会っていたため、原告が本当に差別心など無いことを言お うにも、 6 月 7

日に受けた暴力を再び受けるのではないかという恐怖心に襲われ、真実を何 も言えなかった。

10
A 及びB の強要により書 き直した 「自分をみつめて」と題する文書について、A 及びB は共謀 して、

原告に 「親の事も書け」 と言って強要 した。

田
上記強要により書き直した文書について、A 及びもは共謀 して、原告に「これでも不充分だ、粗雑だ。」

と言って強要 した。

12

1999年 7 月22 日、原告は松阪商業高枚校長室において、A から部落解放同盟主催の 「部落解放第31

回高枚生集会」の日程を知らされ、「部落に生まれた生徒の心の叫びを聞いて、差別について学習 し

ろ。」と参加を強要された。

この集会は、三重県内の高校生で同和奨学金を受給 している生徒を部落解放同盟主催の全国大会に

出張扱いで引率するもので、同推教員の重要な活動の 1つである。

13
A 、B 、E l 、E 2 （同推教貞）は共謀 して、原告に対 し十数人参加のE 親の会 と称する集会に出席

することを強要し、差別者 として謝罪することを強要 した。

14

原告は、松 阪商業高校校長室において、同准教員A から三重県人権センターで部落解放同盟による

取調べの日程を知らされ、出席を強要 された。

F l 、F 2 、F 3 、E l 、E 2 、F 4 、F 5 らが共謀 して、確認会と称 して、原告及びC校長を取 り囲ん

で、F 4 を介 して、原告に対 し、「本当のことを言えよ。ごまかそうと思 ったらどんどん突っ込まれ

るぞ、これがいつまでも続 くぞ。」、F l を介して、「これは全教師が もっている差別意識としてとら

える。解同として、差別糾弾斗争として取 り組む。」等 と言って脅迫 し、その後、同人らがこもごも

部落解放研究Nq1652（犯5．8
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番号 事案の概要

14

F 3 を介して「自分を見つめての文章に両親のことが出てこない、両親のことを聞きたい」等と質

間攻めを繰り返し、在席して答えることを強要した。

また、終了後F 2から「三重県の教員が同和教育をやらないから、懲らしめてやろうとしていた失

先に、0 0 さんが事件を起こしてくれた。あんたはええカモになったわ。」と言われ、この事が永久

に続くかもしれない恐怖心に苛まれた。

松阪市のD 4 とD 5及び、三重県教育委員会同和教育課のD 6、D 2、学校教育課のD 7、教職員課

のD 8らは、部落解放同盟員からの質問に答える協力者の立場で出席していた。

15

1999年8月7 日頃、Aは松阪市による取り調べを8月10日に予定し、原告に対して、必ず出席し、

何もかも正直に白状するよう強要した。

松阪市人権推進室D 4 とD 9の両名は、原告を「差別者」として取調べを実施し、原告のプライバシ

ーを暴く質問を行ない、回答を強要した。

之に対し、Aが立ち会っていたため、原告が本当に差別心など無いことを言おうにも、6月7 日に

受けた暴力を再び受けるのではないかという恐怖心に襲われ、真実を何も言えなかった。

16 A及びBは共謀して、「自分をみつめて」と逢する文書の書き直しを強要した。

17

1999年8月20日、原告は、松阪商業高校校長室において、同推教員Aから三重県人権センターで部

落解放同盟による取調べの日程を知らされ、出席を強要された。

F 2、F 畠、F 4、F 5、E l、E 2 らが共謀して、第2回確認会と称して、出席を強要し、原告及び

C校長を囲んで、F 3を介して「自分をみつめての文章に0 0 さんの両親のことが出て来ない、小学

校の頃から、部落の小学生の心を踏みくだいているのではないか。」等と言ったり、こもごも質問し

て、原告やC校長に回答を要求、畏怖させた。

松阪市のD 4 とD 5及び、三重県教育委員会同和教育課のD 6、D 2、学校教育課のD lO、教職員課

のD llらは、部落解放同盟員からの質問に答える協力者の立場で出席していた。

18

A、B、F 3 らは共謀して、9月18日、松阪市徳和町所在「ワークセンター体育館」において開催さ

れる松阪地区高等学校同和教育推進協議会設立総会なるものに出席することを強要し、更にC校長

に対して同議会の代表就任することを強要した。

また同所においてB、F 3 らはAを介して、1，（X氾名に及ぶ参加者に対して、原告の実名を挙げなかっ

たが、松商の教師が部落差別発言をした経由を説明し、原告を差別者として発言し名誉を毀損した。

19

1999年9月30日、原告は松阪商業高校校長室において、Aから三重県総合文化センターで部落解放

同盟主催の「部落解放第31回高校生集会」の日程を知らされ、「部落に生まれた生徒の心の叫びを聞

いて、差別について学習しろ。」と参加を強要された。

20

Aは、原告とC校長が同道することを強要し、S小団地の住民10軒を訪ね、原告が書かされた「自分

をみつめて」の文章を各戸に配布して名誉を毀損し、各住民に刀日の団地住民報告会に参加するこ

とを強要した。

21

A とBは共謀して、住民報告会として参加した住民4人に対して原告とC校長が謝罪することを強要

した。
上記強要により、原告は参加者10名の前で謝罪し、この集会でAは「差別心に基づいて4月から運

動を始めていると証言してきているのに、6月ころとはないやろ。」と怒号して、名誉を毀損した。

22 A及びBは共謀して、原告に射し「反省文」と題する文書を作成することを強要した。

23
A とBは共謀して、原告に対して、11月5日の糾弾会に出す「反省文」を書かすことを強要し、書か

なければ一層執拗な糾弾が続くことを暗に示し強要した。

24 A及びBは共謀して、原告に射し「反省文」と遷する文書の作成や手直しを強要した。

25

A、B、F l、F 2、F 3、F 4、F 5、D 12、D13は共謀して、県職員、市職員、教職員、高校生及び

同盟員ら4（カ名からなる大集団で、原告及びC校長が「何時差別心を持ったんや、腕を切ったら同じ

血が流れるやろ、お前の親は差別者だ、自分を見つめてに書かれてあること以上に真実味が出てきた。

この期間何しとったんや。」等と質問攻めを受けること及び謝罪を強要され、名誉を毀損した。

C校長も同様に謝罪を強要され「自らの差別心を正していきたい。」と言わされた。

松阪商業高校の現場では、午後2時で臨時休校措置をとり、全教貞が糾弾集会に参加するよう強要

されるという、呆れるばかりの異常事態となっていた。

26
A及びBは共謀して、原告に対し、C校長立ち合いのもとで糾弾会後に気付いたことを文書にせよと

強要した。

27

A及びBは共謀して、校長立ち会いのもと「報告会」と遺する文書で、校内集会で報告する内容を書

けと強要した。
A、Bは共謀して原告の前で「全校集会をやる自信がない」とつぶやいた校長に対して、こもごも大

声で机を蹴って「松商の同和教育を推進せなあかん。あんたが後ろ向きの発言をしてどうするんや、

そんなんやったら全校集会をやめたらええではないか」と怒鳴ったため、原告もC校長も畏怖した。

D14は県教育委員会教育長として、一連の集団リンチの事情を知りながら、原告に対して2㈱年4月
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番号 事案の概要

27

1 日、長島高校に転勤命令を発して、その出勤を強要 し、之を公表 して原告の名誉を毀損 した。

更にD 14は 「地方公務員法第29粂第 1 項により戒告する」 と懲戒処分 を下 して県庁 7 階の教育委貞

会に呼ばれて懲戒処分書を受け取ることを強要した。

28

県同和教育課課長補佐、D 15 と同戦貞D 2 が、A 、B 、原告、C 校長、同席 していた教職員 ら15名に

対 して 「解同の県本部か ら、松商の校内報告集会を止めてこいと言われてきた」と言うと、A 、B は

「解同に枚長を連れて意見調整に行 く」と答えた。同席 していた原告とC校長は、県教育課が解同と

癒着している事実を知 り畏怖 した。

29

A 、B 、F 4 は共謀 して、同校の教職員60名全員の前で、原告に対 してこもごも 「なぜ分離運動をし

たのかの差別意識の心の底の本音を自白せよ。それがまだ明確ではない」と追求 し、何か具体的に

理由をあげなければ、この場は解決しない、と原告は長男が保育所時代から言われてきた発達の遅

れを理由に挙げて、心にもなく 「長男の知恵遅れの上に、更に部落差別が重なってきては ・‥ と

考え、分離運動を行った」と報告させられ、謝罪を強要され、著 しく名誉を毀損 した。

30

G は、津地方法務局長でありなが ら、1999年12月初旬、部下の職員 らを介 して、原告を人権侵害差

別者 として松阪商業高校校長室において取 り調べ、その後、2（X氾年 3 月21 日午後 2 時頃、松阪商業

高校小会議童において、解同から人権侵害を受けている者 としての事情聴取 していることを各報告

を受けて知 りながら、 9 月 7 日差別者 としての説示文 と遺する文書 を原告に対 して紀伊長島から松

阪まで来て受け取ることを強要 した。

31

A 、B が共謀 して、同推の教員E 3 と同道 して、長島高校から帰宅 しようとした原告 に対 し、「松商

のみんなが怒っている。聞きたいことが一杯ある、手ぶらで帰るわけにはいかん。」と言うので、「話

すことは何 もない」 と言って原告が帰ろうとすると、A が肩肘で原告の胸を押 し返 して暴行 し、通

行を妨害した。

原告が 「暴力は止めて下 さい。」と言って、校門の方に走ったところ、A ら3 人も走って校門の前で

立ちふさが り、両手を開いて通行を妨害 した。

A ら 3 人は原告を校門の前で 1 時間半に渡って監禁 し、「Il に住めると思っているのか、あとでえら

い目に遭うぞ、教師を辞めるなら何 も言わん」と脅迫 し、回答することを強要 した。

三
　
裁
判
所
の
判
断

1
　
本
件
分
離
運
動
の
差
別
性
に
つ
い
て

裁
判
所
に
よ
る
判
示
事
実
は
、
原
告
の
分
離
運
動
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

本
件
分
離
運
動
は
部
落
差
別
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
断
じ
難

い
も
の
の
、
原
告
の
内
心
的
意
図
は
と
も
か
く
と
し
て
、
外
形
的

に
は
、
部
落
差
別
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
べ
き
十
分
な
事
情
が

あ
っ
た
。

原
告
は
、
生
活
の
利
便
性
の
た
め
に
、
S
小
団
地
を
Ⅰ
町
内
会

の
方
に
移
す
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
原
告
に
よ
る
住
民
運

動
の
過
程
で
、
原
告
は
、
小
団
地
を
移
転
す
る
の
で
は
な
く
、
独

立
し
て
別
途
町
内
会
を
設
立
す
る
と
判
断
を
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
か
か
る
原
告
側
の
「
生
活
の
利
便
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、

裁
判
所
は
そ
の
根
拠
の
合
理
性
を
検
討
し
た
。

【
原
告
側
の
論
拠
】

（
1
）
自
分
が
S
小
団
地
の
一
室
を
購
入
す
る
際
に
地
図
を
見
た
が
、

こ
こ
に
は
「
I
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
地

図
に
も
Ⅰ
と
書
い
て
い
る
。

（
2
）
　
地
形
か
ら
言
っ
て
、
S
小
団
地
と
H
町
内
会
の
住
宅
地
の
間
に
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は
八
〇
m
の
田
ん
ぼ
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
外
形
的
に
見
て
も
、

む
し
ろ
H
町
内
会
と
隣
接
す
る
よ
り
も
、
地
理
的
に
も
、
Ⅰ
町
内

会
の
住
宅
群
に
隣
接
し
て
い
る
。

（
3
）
　
H
町
内
会
の
ご
み
集
積
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
S
小
団
地
か
ら

一
五
〇
m
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
れ
ば
、
か
な
り
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
4
）
　
排
水
路
に
つ
い
て
、
最
も
便
利
な
の
は
Ⅰ
の
上
下
排
水
路
の
利

用
で
あ
る
が
、
S
小
団
地
は
H
町
内
会
に
属
し
て
い
た
の
で
、
利

用
ぎ
せ
て
く
れ
な
い
。
町
内
会
を
移
れ
ば
、
排
水
路
の
利
用
も
便

利
に
な
る
。

（
5
）
防
犯
灯
が
S
小
団
地
に
は
全
く
な
い
。
Ⅰ
町
内
会
に
入
れ
ば
す

ぐ
に
で
も
つ
け
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
。

（
6
）
　
子
ど
も
が
入
学
し
た
際
、
手
違
い
で
、
学
校
か
ら
Ⅰ
子
ど
も
会

と
H
子
ど
も
会
両
方
に
つ
い
て
通
学
団
の
案
内
が
き
た
。
Ⅰ
子
ど

も
会
の
集
合
場
所
か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
が
H
に
比
べ
て
短
い
こ

と
に
加
え
、
二
名
の
子
ど
も
は
い
ず
れ
の
子
ど
も
会
の
子
た
ち
と

も
仲
良
く
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
Ⅰ
の
子
ど
も
た
ち
と
よ

り
親
し
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
親
と
し
て
も
子
ど
も
の
た
め

に
Ⅰ
子
ど
も
会
に
入
れ
て
や
り
た
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
部
落
差
別
を
意
図
し
て
分
離
運
動
を
し
た
わ
け
で

は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

【
県
連
側
の
反
論
】

こ
れ
ら
に
対
し
て
県
連
側
は
、
一
つ
ず
つ
反
証
し
た
。
現
地
へ

行
き
、
現
場
を
見
て
、
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
し
て
、
実
証
的
に

反
論
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
1
）
住
宅
地
図
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
一
九
九
六
年
頃
ま
で

は
本
件
団
地
の
近
く
に
Ⅰ
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
離
れ
ず

に
H
と
の
記
載
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
直
ち
に
S
小
団
地
が
Ⅰ
地
域

に
属
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
町
内
会

に
よ
っ
て
活
動
内
容
が
変
わ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ

の
理
由
は
、
分
離
運
動
の
理
由
と
し
て
は
合
理
性
が
な
い
。

（
2
）
外
形
か
ら
い
っ
て
も
田
ん
ぼ
が
多
数
あ
る
よ
う
に
見
え
る
し
、

逆
に
、
H
町
内
会
の
西
の
北
側
か
ら
写
真
を
撮
る
と
ず
っ
と
S
小

団
地
を
囲
ん
で
い
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
孤
立
し
て
い
る
よ
う
に

も
写
せ
る
し
、
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
写
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
た
だ
ち
に
」
町
内
会
に
外
形
的
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
）
　
ご
み
集
積
所
の
間
遠
に
つ
い
て
は
、
分
離
連
動
開
始
の
次
の
日

に
新
た
に
ご
み
集
積
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
利

便
性
は
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
執
拗
に
分
離
運

動
を
続
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
根
拠
の
合
理
性
は
な
い
。

（
4
）
　
防
犯
灯
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
原
告
側
は
、
H
町
内

会
に
要
求
も
し
て
い
な
い
し
、
断
ら
れ
た
事
実
も
な
い
。
ま
た
、
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分
離
運
動
開
始
後
ま
も
な
く
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
執
拗
に
分
離
運
動
を
続
け
て
い
る
。

（
5
）
　
排
水
路
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
Ⅰ
町
内
会
の
許
可
を
受
け
て
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
分
離
連
動
を
継

続
し
て
い
る
。

（
6
）
　
最
後
に
、
子
ど
も
の
通
学
団
に
関
し
て
は
、
実
際
に
集
合
場
所

か
ら
学
校
ま
で
の
距
離
を
測
っ
て
み
る
と
、
H
町
内
会
の
通
学
団

の
方
が
よ
り
学
校
に
近
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
県
連
側
の
反
論
を
裁
判
所
は
全
て
認
容
し
、
原
告
側
が

主
張
す
る
「
生
活
の
利
便
」
と
い
う
根
拠
は
、
分
離
運
動
の
理
由

と
し
て
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
結
果
的
に
裁
判
所

は
、
分
離
運
動
が
明
確
に
部
落
差
別
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
認

定
せ
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
問
題
は
残
る
け
れ
ど
も
、
「
分
離

運
動
そ
の
も
の
が
外
形
的
に
部
落
差
別
に
よ
る
も
の
だ
と
疑
わ
れ

る
べ
き
十
分
な
事
情
が
あ
っ
た
」
と
判
断
し
た
。
こ
れ
を
高
裁
段

階
で
　
「
部
落
差
別
に
よ
る
分
離
運
動
だ
」
と
断
定
さ
せ
る
と
こ
ろ

ま
で
、
い
か
に
主
張
す
る
か
と
い
う
の
が
課
題
で
あ
る
。

2
　
本
件
発
言
の
差
別
性
に
つ
い
て

第
二
の
争
点
は
、
分
離
運
動
の
過
程
で
、
同
じ
S
小
団
地
に
住

む
住
人
に
対
し
て
、
原
告
が
「
お
嬢
さ
ん
の
将
来
に
も
い
い
で
す

し
ね
」
と
発
言
し
た
内
容
が
、
原
告
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
些
細

な
た
わ
い
も
な
い
失
言
」
　
で
あ
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た

が
、
裁
判
所
の
判
断
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

原
告
自
身
も
、
自
ら
の
発
言
が
同
和
地
区
に
対
す
る
結
婚
差
別
を

意
味
す
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
差
別
が
不
合
理
な
も
の
で
、
同
和
地
区
に
居
住
す
る
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
原
告
は
、

本
件
発
言
を
し
た
時
点
で
部
落
差
別
を
容
認
す
る
心
理
が
あ
っ
た

と
い
え
る
か
ら
、
直
後
に
本
件
発
言
を
し
た
相
手
に
謝
罪
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
発
言
を
も
つ
て
些
細
と
か
、
た
わ

い
の
な
い
失
言
で
あ
っ
た
と
か
評
価
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な

ヽ

一

　

〇

以
上
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
、
本
件
発
言
を
部
落
差
別
発
言
、

結
婚
差
別
発
言
で
あ
っ
て
、
同
和
地
区
に
居
住
し
て
い
る
人
の
人

権
を
侵
害
し
た
と
明
確
に
認
定
し
た
。

3
　
同
推
教
員
、
県
連
、
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
件
分
離
運
動
・
本
件
発
言
彼
の
松
阪
商
業
高
校
に
お
け
る

諸
々
の
対
応
、
事
実
確
認
会
、
糾
弾
学
習
会
、
国
の
説
示
、
県
に

よ
る
戒
告
処
分
が
、
原
告
側
の
主
張
す
る
脅
迫
・
強
要
・
名
誉
毀

損
・
暴
行
の
各
構
成
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
要
旨

次
の
通
り
裁
判
所
は
判
示
し
た
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
判
決
は
「
被
告
三
重
県
は
原
告
に
対
し
、
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金
二
二
〇
万
円
を
支
払
え
」
と
し
、
そ
の
他
の
請
求
は
す
べ
て
棄

却
す
る
、
と
し
て
い
る
。

（
1
）
　
県
側
の
行
為
に
つ
い
て

な
ぜ
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
の
か
に
つ
い
て
、

第
一
に
、
被
告
松
阪
商
業
同
推
委
員
二
人
が
共
謀
し
て
、
原
告
に

対
し
、
糾
弾
学
習
会
を
前
提
と
す
る
　
「
作
成
す
る
必
要
の
な
い
」

反
省
文
を
作
成
さ
せ
、
そ
の
後
も
感
想
文
を
作
成
さ
せ
た
こ
と
は

強
要
に
該
当
す
る
、
と
判
示
し
た
。

第
二
に
、
県
教
委
に
よ
る
事
実
確
認
会
や
糾
弾
学
習
会
へ
の
出

席
要
請
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

県
教
委
の
担
当
者
は
、
事
実
確
認
会
や
糾
弾
学
習
会
が
松
商
や
県

教
委
の
主
催
す
る
も
の
で
は
な
く
、
原
告
に
出
席
要
請
が
あ
っ
た

こ
と
を
連
絡
す
る
必
要
も
な
く
、
仮
に
連
絡
す
る
と
し
て
も
、
原

告
が
出
席
す
る
か
ど
う
か
は
本
人
の
自
由
意
思
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
県
教
委
の
担
当
者
は
、
そ
の
旨
を
一
切
告
げ
て
お
ら
ず
、

そ
の
結
果
、
原
告
も
任
意
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ず
に
出

席
し
、
事
実
関
係
の
確
認
及
び
追
及
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
県
教
委
の
職
員
を
出
席
さ
せ
て
お
り
、
行
政
に
求
め
ら

れ
る
中
立
性
の
要
請
に
反
す
る
ほ
か
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
に
確
認

会
が
県
教
委
も
関
与
す
る
公
式
の
も
の
で
あ
る
と
一
層
誤
信
さ
せ

た
と
い
、
つ
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
の
県
教
委
担
当
者
に
よ
る
原
告
に
対
す
る
糾
弾
学
習
会
へ

の
参
加
要
請
は
、
強
要
行
為
で
あ
っ
て
違
法
で
あ
り
、
故
意
が
あ

る
、
と
し
た
。

さ
ら
に
本
件
行
為
4
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
原
告
の
報
告
書
の

内
容
が
二
転
三
転
し
た
の
に
対
し
て
、
松
商
同
推
教
員
が
「
お
前

み
た
い
な
者
は
、
糾
弾
会
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
れ
ば
い
い
さ
」
と
言

っ
て
、
校
長
室
の
応
接
セ
ッ
ト
を
蹴
っ
た
と
す
る
主
張
事
実
に
つ

い
て
、
裁
判
所
の
判
断
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

被
告
A
が
松
商
の
同
推
委
員
と
し
て
、
松
商
又
は
県
教
委
に
お
け

る
同
和
教
育
推
進
の
た
め
に
、
原
告
に
反
省
を
求
め
る
こ
と
は
職

務
行
為
と
し
て
正
当
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
、
原

告
が
民
間
運
動
団
体
に
お
け
る
確
認
会
及
び
糾
弾
会
を
受
け
る
の

を
当
然
の
前
提
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
、
し
か
も
、
机
を
蹴
る
と

い
う
暴
力
的
手
段
を
と
る
こ
と
は
相
当
性
を
欠
く
。

し
か
し
、
こ
の
行
為
は
、
「
職
務
行
為
」
　
で
あ
る
か
ら
、
被
告

A
個
人
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
結
論
し
た
。

（
2
）
部
落
解
放
同
盟
の
事
実
確
認
会
・
糾
弾
学
習
会
に
つ
い
て

次
に
、
解
放
同
盟
員
の
行
為
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
請
求
を
棄

却
す
る
と
し
た
。
ま
ず
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
の
事
実
確
忍
会
に

つ
い
て
、
「
出
席
す
る
よ
う
に
強
要
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り

る
証
拠
は
な
い
」
と
し
、
「
原
告
が
任
意
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
せ
ず
に
同
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
同
被
告
ら
が
知
っ
て
い
た

と
は
認
め
難
」
く
、
ま
た
、



松阪商業高等学校教員差別事件第一審判決について55

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
団
体
に
属
す
る
者
と
し

■
て
、
本
件
分
離
運
動
及
び
本
件
発
言
を
行
っ
た
原
告
に
対
し
、
事

実
関
係
を
問
い
た
だ
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
か
を

追
及
す
る
こ
と
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
不
当
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、

そ
の
態
様
も
厳
し
い
追
及
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
脅
迫
と
か
強
要

に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
難
い
。

と
し
た
。

糾
弾
学
習
会
に
つ
い
て
も
、
事
実
確
認
会
と
同
様
、

本
件
分
離
運
動
及
び
本
件
発
言
を
行
っ
た
原
告
に
対
し
、
出
席
を

求
め
、
事
実
関
係
の
確
認
や
差
別
意
識
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
そ

の
目
的
と
し
て
不
当
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
態
様
も
厳
し
い

追
及
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
脅
迫
と
か
強
要
に
わ
た
る
も
の
が
あ

っ
た
と
は
認
め
難
い
。

と
し
、
本
件
分
離
運
動
の
中
で
部
落
差
別
の
意
図
を
含
ん
で
い
る
本
件
発
言

を
し
て
い
る
こ
と
は
真
実
で
あ
り
、
ま
た
、
糾
弾
学
習
会
の
内
容
自

体
は
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
に
係
り
専
ら
公
益
を
図
る
目
的
が

あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
名
誉
毀
損
の
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
。

と
し
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
県
連
お
よ
び
支
部
員
各
個
人
の

本
件
各
行
為
に
対
す
る
原
告
の
請
求
は
す
べ
て
棄
却
さ
れ
た
。

（
3
）
　
松
阪
市
の
行
為
に
つ
い
て

松
阪
市
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
職
員
が
第
一
回
事
実
確
認
会
及

び
第
二
回
確
認
会
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
被

告
三
重
県
と
異
な
り
、
原
告
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
に
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
出
席
を
も
つ

て
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
た
。
ま
た
、
「
糾
弾
学
習

会
の
た
め
に
松
阪
市
役
所
会
議
室
を
貸
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
れ
が
所
定
の
手
続
き
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
松
阪
市
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
さ

れ
た
。（
4
）
　
法
務
局
長
の
説
示
に
つ
い
て

国
に
関
し
て
も
、
津
地
方
法
務
局
長
は
原
告
に
対
し
て
説
示
文

を
交
付
し
た
が
、
「
原
告
の
し
た
本
件
発
言
が
同
和
差
別
の
意
識

か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
説
示
文

の
交
付
は
津
地
方
法
務
局
長
の
職
務
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
」
　
で

あ
る
か
ら
、
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
請
求
を
棄
却

し
た
。

四
　
判
決
の
評
価

第
一
審
判
決
は
、
本
件
分
離
運
動
　
（
後
半
は
分
離
独
立
運
動
）

を
明
確
に
部
落
差
別
と
断
定
し
な
か
っ
た
点
で
問
題
が
残
る
も
の

部落解放研究Nn1652005．8
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の
、
「
外
形
的
に
は
、
部
落
差
別
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
べ
き

十
分
な
事
情
が
あ
っ
た
」
と
認
定
し
た
。
ま
た
、
原
告
の
「
お
嬢

さ
ん
の
将
来
に
も
い
い
で
す
し
ね
」
と
い
う
本
件
発
言
が
、
明
確

に
部
落
差
別
で
あ
り
不
合
理
で
あ
っ
て
、
「
同
和
地
区
に
居
住
す

る
人
」
　
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
認
定
し
た
。

さ
ら
に
、
県
連
主
催
の
事
実
確
認
会
、
糾
弾
学
習
会
に
県
連
側
の

出
席
強
要
の
事
実
は
な
か
っ
た
と
し
、
ま
た
、
出
席
を
要
請
し
た

こ
と
自
体
は
、
問
題
が
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
事
実
を
問
い
た

だ
し
、
差
別
意
識
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
目
的
が
正
当
で
あ
っ
て
、

そ
の
態
様
も
脅
迫
、
強
要
に
該
当
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と

し
た
。
加
え
て
「
本
件
分
離
運
動
の
中
で
部
落
差
別
の
意
図
を
含

ん
で
い
る
本
件
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
糾
弾
学

習
会
の
内
容
自
体
は
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
に
係
り
専
ら
公

益
を
図
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
名
誉
毀
損
の
不
法
行

為
は
成
立
し
な
い
」
と
判
示
し
た
。
以
上
の
判
示
か
ら
、
三
重
県

連
・
栓
阪
支
部
員
に
対
す
る
原
告
の
請
求
は
、
全
て
棄
却
さ
れ
、

県
連
側
が
全
面
勝
訴
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
問
題
点

問
題
点
は
、
同
推
委
員
二
名
が
原
告
に
反
省
文
、
感
想
文
を
書

か
せ
た
こ
と
が
、
強
要
に
あ
た
る
と
判
示
し
た
点
で
あ
る
。

ま
た
、
津
地
方
法
務
局
長
は
原
告
に
説
示
文
を
交
付
し
た
の
で

あ
る
が
、
同
日
、
県
教
委
員
長
に
要
望
書
を
交
付
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
、

行
政
の
中
立
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
確
認
■
糾
弾
の
場
に

国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
出
席
す
べ
き
で
な
い
こ
と
も
、
地

域
改
善
対
策
啓
発
推
進
指
針
等
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
す
。
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
も
、
同
様
の
認
識
の

下
に
、
差
別
事
件
の
調
査
処
理
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
貴
委
員
会
も
こ
の
よ
う
な
対
応
を
踏
襲
す
る
よ

、
つ
に

と
い
、
つ
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
判
決
は
、
国
が
裁
判
所
に
提
出
し
た
「
確
認
・
糾
弾

会
に
つ
い
て
」
と
い
う
法
務
省
人
権
擁
護
局
総
務
課
長
通
知
を
判

決
文
に
全
文
転
載
し
て
い
る
。
当
該
通
知
は
、
ま
ず
地
対
協
意
見

具
申
の
次
の
よ
う
な
見
解
を
引
用
し
て
い
る
。

「
い
わ
ゆ
る
確
認
・
糾
弾
会
は
、
差
別
の
不
合
理
性
に
つ
い
て
の

社
会
的
認
識
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

が
、
被
害
者
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
行
き
過
ぎ

て
、
被
糾
弾
者
の
人
権
へ
の
配
慮
に
欠
け
た
も
の
と
な
る
可
能
性

を
本
来
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
何
が
差
別
か
と
い
う
こ
と
を
民
間

運
動
団
体
が
主
観
的
な
立
場
か
ら
、
悉
意
的
に
判
断
し
、
抗
議
行

動
の
可
能
性
を
ほ
の
め
か
し
っ
つ
、
さ
細
な
こ
と
に
も
抗
議
す
る

こ
と
は
、
同
和
問
題
の
言
論
に
つ
い
て
国
民
に
警
戒
心
を
植
え
付
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け
、
こ
の
間
題
に
対
す
る
意
見
の
表
明
を
抑
制
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
」
と
し
て
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
交
換
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
不
可
決
で
あ
る
旨
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
差
別
事
件
は
、
司
法
機
関
や
法
務
局
等
の

人
権
擁
護
の
た
め
の
公
的
機
関
に
よ
る
中
立
公
正
な
処
理
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
が
法
的
手
続
き
の
保
障
等
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
重

視
す
る
憲
法
の
精
神
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
旨
提
言
し
た
。

と
し
て
、
糾
弾
を
敵
視
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
当
該
通
知
は
、
「
確
認
・
糾
弾
会
は
い
わ
ゆ

る
被
害
者
集
団
が
多
数
の
威
力
を
背
景
に
差
別
し
た
と
さ
れ
る
者

に
対
し
て
抗
議
を
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
糾
弾
者
が
こ
れ
に

異
議
を
述
べ
、
事
実
の
存
否
、
内
容
を
争
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、

ま
た
、
そ
の
性
質
上
行
き
過
ぎ
て
被
糾
弾
者
の
人
権
へ
の
配
慮
に

欠
け
た
も
の
と
な
る
可
能
性
を
本
来
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
。そ
し
て
、
同
通
知
は
、
「
確
認
・
糾
弾
会
は
、
同
和
問
題
の
啓

発
に
は
適
さ
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
法
務
省

の
人
権
擁
護
機
関
は
、
差
別
を
し
た
と
さ
れ
る
者
（
被
糾
弾
者
）

か
ら
確
認
・
糾
弾
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
場
合
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
相
談
を
受
け
な
い
場
合
も
必
要
に
応
じ
て
、

『
確
認
・
糾
弾
会
に
は
出
席
す
べ
き
で
な
い
』
　
『
出
席
す
る
必
要
は

な
い
』
等
と
指
導
を
し
て
き
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
通
知
は
、
八
鹿
高
校
事
件
判
決
を
引
用
し
、
「
『
糾

弾
は
、
も
と
よ
り
実
定
法
上
認
め
ら
れ
た
権
利
で
は
な
い
（
中
略
）
、

一
種
の
自
政
行
為
と
し
て
是
認
で
き
る
余
地
が
あ
る
』
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
・
包
括
的
に
糾
弾
行
為
を
自
救
行
為

と
し
て
是
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
　
『
糾
弾
す
る
権
利
』

を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

津
地
方
法
務
局
長
は
、
以
上
の
よ
う
な
要
望
書
を
県
教
委
に
交

付
し
、
さ
ら
に
、
国
は
裁
判
所
に
前
記
「
通
知
」
文
を
証
拠
と
し

て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
・
法
務
省
の
見
解
が
、

本
件
同
推
委
員
の
取
り
組
み
や
、
県
教
委
の
対
応
に
対
す
る
裁
判

所
の
判
断
に
大
き
く
影
響
し
た
と
い
え
る
。

五
　
高
裁
に
向
け
て

1
　
控
訴
審
に
お
け
る
控
訴
人
（
原
告
）
　
の
主
張

原
告
お
よ
び
三
重
県
は
、
津
地
方
裁
判
所
の
上
記
判
決
を
不
服

と
し
て
控
訴
し
、
現
在
、
本
件
は
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
民
事
第

二
部
に
係
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
二
五
日
、

第
一
回
控
訴
審
が
開
か
れ
、
控
訴
人
ら
の
控
訴
理
由
が
各
陳
述
さ

れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
控
訴
人
　
（
一
審
原
告
）
　
は
、
新
た
に
代
理

人
を
総
入
れ
替
え
し
、
全
国
結
集
の
二
二
名
の
代
理
人
体
制
で
臨
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ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
控
訴
人
　
（
一
審
原
告
）
　
代
理
人
ら
は
、
①

被
告
ら
の
共
謀
に
よ
る
一
連
の
不
法
行
為
の
再
構
成
　
②
同
和
問

題
解
決
へ
の
到
達
点
　
（
特
に
確
認
・
糾
弾
闘
争
の
誤
り
、
運
動
と
癒

着
し
美
同
和
教
育
（
行
政
）
の
誤
り
）
を
控
訴
審
に
お
け
る
中
心
的
な

主
張
・
立
証
の
争
点
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
控
訴
人

（
一
審
原
告
）
　
は
、
本
件
結
婚
差
別
発
言
に
つ
い
て
、
原
審
に
お

け
る
　
「
些
細
な
た
わ
い
も
な
い
失
言
」
　
の
主
張
を
撤
回
し
、
「
誤

解
を
招
き
か
ね
な
い
不
適
切
な
発
言
」
　
で
あ
っ
た
な
ど
と
言
い
替

え
る
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
損
害
に
つ
い
て
は
、
原
審
に
お
け
る
「
脅
迫
、
強
要
、

名
誉
毀
損
、
暴
行
」
　
の
主
張
か
ら
、
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、

②
内
心
の
自
由
の
侵
害
　
③
「
差
別
者
」
と
の
烙
印
に
よ
る
名
誉

毀
損
　
④
家
族
へ
の
悪
影
響
に
伴
う
精
神
的
苦
痛
　
⑤
遠
隔
地
へ

の
配
転
に
伴
う
精
神
的
苦
痛
、
に
主
張
を
変
更
し
て
来
て
い
る
。

2
　
県
連
の
方
針

県
連
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
代
理
人
を
補
強
し
、
一
名
か
ら

六
名
体
制
と
し
た
。
そ
し
て
、
控
訴
人
　
（
一
審
原
告
）
　
の
控
訴
は

不
当
で
あ
る
と
し
て
、
す
み
や
か
に
控
訴
棄
却
の
判
決
を
求
め
る

べ
く
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
の
要
旨
は
、
第
一
に
、
現
実
に
生
起
し
て
い
る
部
落

差
別
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
件
分
離
運
動
が
明
確
に
部
落
差
別
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
本
件
発
言
が
原
審
判
決
の
通
り
、
悪
質
な
結
婚
差

別
発
言
で
あ
り
、
被
差
別
部
落
住
民
へ
の
著
し
い
人
権
侵
害
で
あ

る
こ
と
を
再
度
確
認
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
三
重
県
側
は
、

高
裁
に
、
原
告
が
本
件
発
言
を
し
た
相
手
方
住
民
の
報
告
書
を
提

出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
お
嬢
さ
ん
の
将
来
に
も
い
い

で
す
し
ね
」
「
娘
さ
ん
の
結
婚
に
」
と
原
告
が
発
言
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
告
は
一
審
で
、
相
手
方
住

民
に
「
土
下
座
す
る
ほ
ど
謝
罪
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
右
報

告
書
に
よ
れ
ば
、
謝
罪
す
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
糾
弾
権
は
、
歴
史
的
に
勝
ち
取
ら
れ
て
き
た
正
当
行

為
で
あ
り
、
部
落
差
別
を
撤
廃
し
、
個
人
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権

を
守
る
た
め
の
正
当
な
手
段
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
事
実
確
認

会
や
糾
弾
学
習
会
は
、
原
審
判
決
の
通
り
、
「
公
共
の
利
害
に
関

す
る
事
実
に
係
り
専
ら
公
益
を
図
る
目
的
が
あ
っ
た
」
　
こ
と
を
再

度
確
認
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
同
和
教
育
の
実
施
は
、
「
国
連
の
人
権
教
育
一
〇
年
」
、

「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
国
際
的
人
権

教
育
基
準
や
、
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」
、
各
人
権
条
例
な
ど

か
ら
も
、
国
（
司
法
機
関
を
含
む
）
　
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
責
務

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
五
に
、
結
婚
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
部
落
差
別
は
、
国
際
的
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人
権
基
準
か
ら
み
て
も
、
国
際
的
関
心
事
項
で
あ
り
、
国
　
（
司
法

機
関
を
含
む
）
　
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
部
落
差
別
撤
廃
に
向
け
た

責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
日
本
政
府
が
、
一
九
九
五
年
に
加
入
し
、
国
内
法

的
効
力
を
有
す
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、
そ
の
第
一
条
に
お
い

て
、
「
世
系
」
　
に
基
づ
く
差
別
も
対
象
と
し
、
「
国
及
び
地
方
の
す

べ
て
の
公
の
当
局
及
び
機
関
が
こ
の
義
務
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ

う
確
保
す
る
こ
と
」
　
（
第
二
条
、
1
項
a
）
　
を
謳
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
「
い
か
な
る
個
人
、

集
団
又
は
団
体
に
よ
る
人
種
差
別
も
禁
止
し
、
終
了
さ
せ
る
」
（
同

二
条
1
項
d
）
　
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
種
差
別
撤
廃

委
員
会
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
一
条
で

規
定
さ
れ
た
「
世
系
」
　
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
討
議
を
行
い
、
一
般

的
勧
告
Ⅹ
Ⅹ
Ⅸ
を
採
択
し
た
。
こ
の
な
か
で
委
員
会
は
、
「
世
系

に
基
づ
く
差
別
が
、
カ
ー
ス
ト
及
び
そ
れ
に
類
似
す
る
地
位
の
世

襲
制
度
等
の
、
人
権
の
平
等
な
享
有
を
妨
げ
ま
た
は
害
す
る
社
会

階
層
化
の
形
態
に
基
づ
く
集
団
の
構
成
員
に
対
す
る
差
別
を
含
む

こ
と
」
を
再
確
認
す
る
と
指
摘
し
、
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
に
対
す

る
差
別
、
さ
ら
に
は
日
本
の
部
落
差
別
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確

に
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
連
人
権
促
進
保
護
小
委
員
会
（
「
人
権
小
委
員
会
」
）
も
、

二
〇
〇
〇
年
八
月
、
「
職
業
と
世
系
に
基
づ
く
差
別
に
関
す
る
決

議
」
を
採
択
し
、
翌
年
八
月
の
人
権
小
委
員
会
に
グ
ネ
セ
ケ
レ
委

員
に
よ
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
・
ス
リ

ラ
ン
カ
‥
ネ
パ
ー
ル
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
ダ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
差
別

と
日
本
の
部
落
差
別
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三

年
八
月
の
人
権
小
委
員
会
に
は
、
ア
ス
ビ
ョ
ー
ン
・
ア
イ
デ
、
横

田
洋
三
の
両
委
員
に
よ
る
拡
大
作
業
文
書
が
提
出
さ
れ
、
新
た
に

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
「
職
業
と
世
系
に
基
づ
く
差
別
」
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
今
日
、
日
本
の
部
落
差
別
は
、
南
ア
ジ
ア
の
ダ
リ

ッ
ト
に
対
す
る
差
別
、
ア
フ
リ
カ
の
類
似
の
差
別
と
と
も
に
、
「
世

系
」
あ
る
い
は
「
職
業
と
世
系
」
に
基
づ
く
差
別
と
し
て
明
確
に

把
撞
さ
れ
、
国
際
的
に
も
部
落
差
別
の
撤
廃
が
重
要
な
国
際
的
関

心
事
項
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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